
12 月 9 日 ( 日 ) 午前 9 時のミサ後の共同回心式にて
        「ゆるしの秘跡」を受けましょう

主任司祭   小 林   陽 一　

ヘンリ・Ｍ・ナウエン神父様（故人）が、＜小鳥のように傷つき易く＞と題して、

次のように書いておられます。

人の一生は尊いものです。それがダイアモンドのように不変のものだからで

はなく、小鳥のように傷つきやすいものだからです。人生を慈しむことは、配慮、

関心、導き、助けを必要とする、そのような弱さを愛することなのです。生ま

れたばかりの赤ん坊と死に瀕している老人とが、私達に人生の尊さを思い起こ

させてくれます。私達が力に溢れ、幸福に恵まれ、人々にもてはやされている時、

人生の尊さと傷つき易さを忘れないようにしましょう。

（『今日のパン、明日の糧』Ｐ３５より）

今年一年歩いて来られた道、日々の生活を振り返って、出来るだけ「ゆるし
の秘跡」を受けられ、神からの赦し、神との和解、関わった人々との和解の恵
みが与えられるよう願いましょう。

お忙しい時期に無理を申し上げてすみません。ご参加下さいますよう、どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

典
礼
こ
よ
み
（
十
二
月
）

－ １ －

日 曜 典　　礼 ミ 　 サ 備    　　  考

1 土 主日ミサ (18 時 )

2 日 待降節第１主日 主日ミサ (  9 時 )

7 金 初金ミサ (10 時 ) 掃除

8 土 無原罪の聖マリア 祝日ミサ (10 時 )　主日ミサ（18 時）

9 日 待降節第２主日 主日ミサ (  9 時 ) ゆるしの秘跡・共同回心式

15 土 掃除

16 日 待降節第３主日 主日ミサ (  9 時 ) ゆるしの秘跡

22 土 掃除

23 日 待降節第４主日 子どもと共に捧げるミサ (  9 時 ) 聖堂清掃（C,D）

24 月 主の降誕祭 夜半ミサ (19 時 )

25 火 主の降誕祭 昼間ミサ (10 時 )

29 土

30 日 聖家族祝日 主日ミサ (  9 時 )
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Nativity with Saints Lawrence and Francis ,1609   (Caravaggio)

  12 月の予定
無原罪の聖マリア 　8日（土）

教会委員会 8日（土）

赦しの秘跡・共同回心式 9,16 日（日）

信徒の会　例会 16 日（日）

子どもと共に捧げるミサ 23 日（日）

主の降誕（夜半ミサ）  24 日（月）

主の降誕（昼間ミサ） 25 日（火）



去る９月と１０月の「信徒の会」において、昔の告解
と今の告解はどのように違うのかというご質問と、共
同回心式とはどんな式ですかというご質問がありまし
たので、答えさせていただきます。

昔の告解は、「告解」とか「悔悛の秘跡」と呼ばれ、
信者や告白者は、告解場で自分の罪（神のみ旨に反す
ること）をすべて告白するよう指導を受けました。そ
の際、公教会祈祷文の中の糾明の箇条にそって、自分
で一つ一つ罪がないか調べました。償いの祈りも今と
同じようにありました。

今の告解、「ゆるしの秘跡」は、１９６２年の第２バ
チカン公会議以後に実施されました。この場合、告白
者は、告白する前に、自分の生活態度を根本的に改め
たいという決心が必要です。その上で、告白する内容
は自分の罪の全てではなく、自分でこれは心から反省
しなくてはと思った大事なことを二つか三つ告白する
ことができます。「ゆるしの秘跡」の式次第は口語文と
なり、聖書朗読もこの式文の中で「神のことば」とし
て読まれることとなりました。今の「ゆるしの秘跡」は、
罪の告白に重点を置くものではなく、罪のゆるしを受
けることに重点が置かれることとなりました。

共同回心式については、私達が普段受けている「ゆる
しの秘跡」は＜個別のゆるしの式＞と呼ばれ、回心者
の個別告白と個別赦免が伴います。それに対し、「共同
回心式」には、個別告白と個別赦免を伴う共同回心式と、
一般告白と一般赦免を伴う共同回心式があります。こ

のうち、後者は、それを実施するためには教区長の許
可が必要です。一般告白と一般赦免に与かった信者に
大罪があった場合、その赦免を有効に受けるためには、
機会を得たときに、その大罪を司祭に告白する決心が
なければなりません。一方、前者は、個別告白と個別
赦免を伴う共同回心式ですが、この共同回心式は、教
区長の許可をお願いすることなく、普通に司式司祭に
より主日また平日に実施することができます。ただし、
主日の場合、主日ミサ後に行われます。この共同回心
式は、個人の罪のほかに、共同体の罪を考える場とも
なります。キリストの体として一つに結ばれている共
同体の連帯性について考え、共同体の上に神のゆるし
を願い求めます。そして、その共同回心式をとおして
新しい出発ができるように願います。

共同回心式には上に述べたような意味がありますの
で、参加者の主体的な行動を
大切にしながら、個人個人が
霊的に清められ、共同体全体
が清々しさの伴った刷新の恵
みを頂くことができることを
願います。

中和田教会の保護者、聖母
マリア様の取り次ぎによって、
私達の共同体が回心に向かう
ことができますように。

（主任司祭　小林 陽一）

～ 中和田の風 ～ 　聖歌は祈り　 ― 歌うことで伝えたい ―

日曜日のミサで、ひときわ響く趣のあるアルトで聖歌を歌っておられる石井悠子さんに
歌う喜びについてお話を伺いました。

昔と今の告解の違い、並びに共同回心式について

－ ２ －

いつ頃から歌を歌うことが好きになったのですか―

私の記憶には残っていないが、母がギターやマンド
リンなど弾くことに慣れ親しんでいたと姉たちから
聞いている。その影響からか、５、６才の頃には姉
妹の中心になってよく小さな家族演奏（合唱）会を
やっていた。地域ののど自慢にも姉たちから勧めら
れて出ると鐘を鳴らす子供だった。

夢は合唱団で歌うこと－

カトリック系中学校二年の時、音楽の先生に勧めら
れ聖歌隊に入り高校卒業までアルトとして合唱で歌
うことの楽しさを体験した。その後もいつか合唱団
の一員となって歌いたいという夢を持ち続けていた。
時は経ち、結婚、子育てを終え５０才になった時、
福音コールに入団する機会に恵まれた。先輩メンバー
たちに温かく迎えられ練習に励み１９年間在籍した。
その間二度もポリープの手術を受けるという困難に
もあったが、落ち込むこともなく今に至ったのは信
仰に助けられてきたのではないかと思う。

これから始めたいこと続けていきたいこと―

泉区民クリスマスコンサートに今年（１２月２４日）
もより多くの方に参加して頂き、一般の方に「クリ
スマスの本当の意味」を伝えたいのはもちろんのこ
と、信仰年を迎えた今、信仰年の聖歌を練習してミ
サの中で歌っていきたい。毎月第１、４水曜日１２
時半から泉区民クリスマスや聖歌の集いの歌を宗教
音楽、声楽がご専門の先生に丁寧に指導して頂いて
います。興味のある方は是非一度いらしてください。

あらためて聖歌を歌う意味と好きな聖歌を教えて
ください―

・聖歌は祈りです。味わいながら心を込めて歌うこ
とで神さまからのメッセージを感じとれるのでは
ないでしょうか

・好きな聖歌は１０３番「幸せな人・・・・・・妻は
家庭をうるおす・・・・」　

すなわち“家庭を大切にすること”これにつきる
と思います。



－ ３ －

今 年 度 の 要 理 学 校 の 活 動 を 振 り 返 っ て

今年も要理学校の活動にご理解・ご協力いただきまし
てありがとうございました。１年間たって、子どもたち
一人ひとりがそれぞれに成長できたことに、神様からの
お恵みを感じずにはいられません。今年の要理の活動を
振り返って、来年度への活動につながればと思います。

昨年１２月に堅信式があり、要理学校のメンバーから
も堅信のお恵みをいただくことができました。今年３月
に６年生が卒業し、以後高学年の参加が少なくなったこ
とはとても残念でした。

４月の復活祭には、３名が初聖体のお恵みをいただき
ました。来年度は、６月のキリストの聖体の祝日に、初
聖体をします。５月には、湘南白百合学園小学校のグラ
ンドで、第５地区の子どもたちの運動会があり、楽しく
参加することができました。７月に教会で行った夏季学
校では、たくさん遊ぶことができ、仲よくなれました。

参加する子どもの低年齢化で、第４日曜日の子どもミ
サが活動の中心になりました。子どもミサをするために
は、先唱や朗読や侍者など１２人分の役割があります。
子どもたち、特に小さい子には難しい仕事も多くありま
すが、がんばってきました。要理学校では、侍者のやり
方を教わったり、お辞儀の仕方を練習したり、ミサで歌
いたい聖歌を相談したりしてきました。ミサで役割をも
ち積極的に関わることで、ミサが少しでも身近に感じら
れるようになってきたようです。

要理学校は、第３・第４の日曜日を中心に、幼稚園・
保育園から小学生の子どもたちが活動しています。現在、
要理学校の指導は、要理学校に通っている子どもたちの
お母さんが中心になっています。お母さんたちは、仕事
をおもちだったり下のお子さんが小さかったり、学校や
地域の行事が山積していたり、事情はそれぞれですが忙
しい生活に追われています。でも、わが子を教会の中で、
神様の愛の中で育てたいという思いをもって、要理学校
の運営にも尽力してくださっています。今年度は、例年
のように代表リーダーを決めることはできませんでした
が、要理学校に関わる仕事を分担しながら、協力し合っ
て進めてきました。毎月の委員会への参加も順番で行い
ました。連絡不足でご迷惑をおかけすることもあったか
と思いますが、参加することで教会について一人ひとり
が知る機会になったというご意見もありました。

要理学校に参加する子どもたちの数が増えるといい
な、活動してくださる大人の数
も増えるといいなと思います。  
長期でなくても、１回イベント
をしようと誘っていただけるだ
けでも結構です。ぜひ、お声を
かけてください。   
  （保科　桂子）

今回は、前回話題にのぼった「ゆるしの秘跡」と「共同
回心式」について、理解をさらに深めるために、第２バチ
カン公会議後の新しい捉え方を含むお話を、小林神父様に
来ていただいて伺いました。

現在の共同回心式の形に似た方式は、かつての戦時期に、
外国のカトリック信徒の兵士たちが戦場に向かう際に、従軍
司祭から「ゆるしの秘跡」（告解）を受けることが行われて
いた時期に、従軍司祭がいない時や時間的に告解をするヒマ
がない時などに、兵士たちが集まって、共同で罪の糾明や回
心をして赦しを願い、後であらためて告解をするということ
が行われていたのが、そもそもの発端だったようだとのこと
でした。いわゆる一般赦免で、戦場でいのちを失うことがあっ
ても神さまの元にゆけるという安心が頂けたのでしょう。現
在この一般赦免には司教様の許可が要るそうです。

そのあとは、現在私たちが与る「ゆるしの秘跡」や「共
同回心式」の新しい考え方について詳しく解説していただ
きました。これに関しては、今後神父様から皆様に向けて
もお話があると思いますので、省略させていただきます。

「罪」そのものよりも、「回心」と「赦し」「和解」に重点
が置かれるようになり、神さまの愛をより身近かに感じ取
る機会が与えられるようになった新しい方向をよろこびと
したいと思いました。

お知らせ

①１２月も「信徒の会」を行います。
　（１２月１６日）
②１２月２２日（土）夕方から「忘年会」を予定しています。

（詳細は決定次第お知らせします。多数のご参加をお願い
します）      （岩崎　好愛）

『信徒の会』１１月度例会より（１１月１８日）

七五三祝福ミサ（ 11/11）

おめでとう !!
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11
日
（
日
）
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出
席 ＞

■
小
林
神
父
の
話

・
信
仰
年
の
目
的
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
今

後
は
折
に
触
れ
て
ミ
サ
の
中
で
話
を
し

て
い
く
。
資
料
（「
信
仰
年
」
の
開
催
に

あ
た
っ
て
）
を
印
刷
し
て
聖
堂
の
後
ろ

の
机
に
置
い
て
お
く
の
で
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。

・
12
月
24
日
主
の
降
誕
の
夜
半
ミ
サ
に
若
い

20
代
～
50
代
の
方
に
多
く
参
加
し
て
頂
く

た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
ら
良
い
の

か
考
え
て
ほ
し
い
。
普
段
来
ら
れ
な
い
方

が
降
誕
祭
や
新
年
の
ミ
サ
に
参
加
し
て
共

同
体
と
し
て
の
関
わ
り
を
強
め
て
頂
き
た

い
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

・
11
月
25
日
大
そ
う
じ

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

●
要
理(

硲)

子
供
た
ち
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
出
し
物
を

相
談
中

●
典
礼
（
青
柳
）

・
ゆ
る
し
の
秘
跡

12
月
９
日
共
同
回
心
式
（
講
話

：

小
林
神
父

様
）。　

16
日
も
個
別
に
ゆ
る
し
の
秘
跡
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

・
司
教
様
の
訪
問
に
つ
い
て

堅
信
式
―
来
年
は
該
当
者
が
い
な
い
が
、

年
内
に
は
合
同
堅
信
式
に
つ
い
て
戸
塚

教
会
に
こ
ち
ら
の
意
向
を
伝
え
戸
塚
教

会
の
意
向
を
受
け
て
検
討
し
て
い
く
。

→
信
仰
年
の
目
的
は
カ
テ
キ
ズ
ム
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
堅
信

式
を
受
け
る
時
、
親
、
代
父
母
も
一
緒

に
勉
強
し
理
解
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深
め
る
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と
が
堅
信

式
を
受
け
る
子
供
の
意
識
に
良
い
影
響

を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。（
小
林
神
父
）

●
財
務(

甲
斐)

・ 2013

年
度
の
活
動
計
画
の
中
で
各
グ
ル
ー
プ

の
予
算
案
を
11
月
中
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ダ
ス
キ
ン
の
費
用
が
高
い
の
で
代
替
え
を

探
し
て
い
る
。

・
災
害
対
策
と
し
て
食
糧
な
ど
購
入
を
検
討
し

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
→
水
な
ど
備

蓄
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。
毛
布
は
信
徒

に
寄
付
を
募
る
の
も
良
い
の
で
は
（
上
野
）

●
総
務
（
岩
渕
）

・
ボ
ー
ド
に
資
料
を
貼
る
時
、
資
料
に
そ
の

日
の
日
付
と
外
す
日
を
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
名
簿
の
訂
正
―
住
所
変
更
届
け
を
聖
堂
の

後
ろ
に
置
い
て
お
く
の
で
住
所
変
更
が

あ
っ
た
方
は
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

●
営
繕
（
福
島
）

・
ガ
ス
配
管
の
修
理

・
屋
根
修
理
検
討
中

・
バ
ザ
ー
の
ヤ
キ
ト
リ
器
具
の
古
い
ガ
ス
管

は
取
り
換
え
が
必
要
（
甲
斐
）

●
宣
教
（
石
井
）

・
中
高
生
会　

ゆ
る
し
の
秘
跡
に
つ
い
て

勉
強
会
を
予
定

・
泉
区
民
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

：

12
月

24
日
（
月
）
13：

30
～
15

：

30(
泉
区
公

会
堂
）

あ
ら
か
じ
め
整
理
券
は
配
っ
て
い
る
が
、

整
理
券
な
し
で
も
当
日
入
れ
る
の
で
ご
友

人
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
よ
り
多
く

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
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12
月
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日
（
土
）
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：
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～
い
ず
み
中
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駅
コ
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コ
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練
習
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な
く
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外
で
歌
う
キ
ャ
ロ
リ
ン
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楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
頂
き
た
い
で
す
）

●
福
祉
（
山
本
）

・
今
年
も
毛
布
を
送
る
。
バ
ザ
ー
の
残
品

を
引
き
受
け
路
上
（
教
会
の
前
）
で
売
っ

て
東
北
支
援
に
使
い
た
い
。

●
行
事
（
大
宮
）

・
バ
ザ
ー
収
益
の
配
分
（
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％
福
祉
、
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％

教
会
）

・
福
祉
の
配
分
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つ
い
て
は
財
務
で
決
め

る
、
災
害
備
品
な
ど
に
ど
う
か
（
甲
斐
）

●
広
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原
稿

■
連
絡
、
討
議
事
項

・
緊
急
連
絡
先
カ
ー
ド
に
つ
い
て
実
施
す
る

こ
と
に
決
定

・
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て　
　

昨
年
に
従
っ
て
新
集
会
室
で
サ
ロ
ン
形
式

の
簡
単
な
茶
話
会
を
す
る
（
行
事
）

も
っ
と
若
い
方
た
ち
が
多
く
参
加
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
→
信
徒
の
高
齢
化

が
あ
り
夜
の
ミ
サ
の
参
加
が
減
少
し
て
い

る
が
い
た
し
か
た
な
い
。
最
近
日
曜
日
の

ミ
サ
に
は
参
加
者
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

ベ
ト
ナ
ム
の
方
た
ち
が
来
ら
れ
な
い
と

ぐ
っ
と
減
る
（
青
柳
）
活
気
を
取
り
戻
す

カ
ギ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
方
た
ち
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
（
今
井
） 

 

　

以
上

（
次
回
委
員
会　

12
月
８
日
）

■
訃
報

エ
リ
ザ
ベ
ト　

 

赤
岩 

基
恵
さ
ん

10
月
31
日
に
帰
天
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

■
転
入

ミ
カ
エ
ル  　

小
林 

展
樹 

さ
ん

11
月
10
日
付
け
で
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

か
ら
転
入
さ
れ
ま
し
た
。

上
飯
田
（
Ｄ
地
区
）
に
お
住
い
で
す

（
総
務
グ
ル
ー
プ
）

教
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

委
員
長
を
お
引
受
け
し
て
か
ら
一
年
が
経
と

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
当
教
会
に
お
世
話

に
な
っ
て
か
ら
38
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
委
員
会
の
各
種
委
員
を
務
め
た
こ
と
は
有
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ら
し
い
こ
と
を
し
た
と

言
え
ば
20
数
年
も
前
に
壮
年
会
長
と
し
て
２
年

間
、
委
員
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

の
み
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
各
部
門
の
仕
事
に
つ
い
て
知
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
当
初
は
お
引
受
け
し

た
の
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
っ
た

り
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
ん
と

か
一
年
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
次
の
三
つ
に
尽

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
第
一
は
何
よ
り
も

神
父
様
か
ら
よ
ろ
し
く
御
指
導
頂
い
た
こ
と
、

第
二
は
信
徒
の
皆
様
か
ら
心
か
ら
の
ご
協
力
を

頂
い
た
こ
と
、
第
三
は
実
務
に
つ
い
て
精
通
し

て
お
ら
れ
る
各
委
員
の
皆
様
か
ら
教
え
ら
れ
助

け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
委
員
長
ポ
ス
ト
を
お
引
受

け
し
て
今
更
の
よ
う
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
余
り
に
も
長
期
間
、
委

員
を
お
願
い
し
て
来
た
方
が
何
人
も
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
最
長
の
方
で
は
40

年
近
く
、
20
年
～
30
年
の
方
が
２
名
、
５
年
～

10
年
の
方
は
ザ
ラ
に
お
ら
れ
る
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
た
ち
は
苦
情
も
仰
る

こ
と
な
く
黙
々
と
や
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
方
た
ち
の
御
苦
労
を
考
え
る
と
、

「
代
わ
り
の
人
を
」
と
い
う
こ
と
を
信
徒
全
体
で

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

信
徒
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
難
し
い
側
面
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
新
年
度
の
課
題
と

し
て
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
こ
の
一
年
の
こ
と
を
神
父
様
は
じ
め

皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
深
く
感

謝
致
し
ま
す
。 
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上
野
委
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の
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（
文
中
敬
称
略
）
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